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建物構築物の健全性評価の進捗状況について

東京電力ホールディングス株式会社



東京電力福島第一原子力発電所の中期的リスクの低減目標マップ（主要な目標）
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2022年度完了済
項目

目標設定から遅延する
可能性のある項目

2023年度以降も継続項目

凡例

目標工程に変更ないもの
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建物健全性評価の目的
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建屋状態の情報
(耐震要素の損傷調査)

解析モデル
作成

地震応答解析
耐震安全性を有して
いることを確認

耐震安全性評価の流れ

これまで，1～3号機原子炉建屋については，損傷状況を反映した耐震安全性評価を
行い，Ss600,Ss900に対して十分な耐震安全性を有していることを確認している。

一方， 1～3号機原子炉建屋については，デブリ取り出し完了までの長期にわたっ
て建物健全性を確認していく必要がある。

【 1～3号機原子炉建屋の長期健全性評価】
建屋状態の情報を更新し，必要な性能（耐震安全性等）を有して
いることを継続的に確認していくこと。

＜観点＞
・経年劣化等により部材性能が低下していないか
・大地震等により部材が追加で損傷していないか

＜評価対象＞
・ 耐震安全性評価上で考慮している部位

2022年2月14日 第97回特定原子力施設監視・評価検討会 資料3-4より抜粋,一部追記



建物健全性評価の検討項目
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1. 高線量エリアにおける無人・省人による調査方法の検討

2. 建屋部材の経年劣化の評価方法の検討

3. 建屋全体の経年変化の傾向を確認する方法の検討（地震計の活用）

耐震安全性評価で考慮している耐震要素の経年劣化・地震時の追加損傷等の有無を確
認し，必要に応じて，耐震安全性評価モデルに反映していく。

原子炉建屋内は高線量であることから，被ばくを抑制して定期的に耐震壁等の調査が
できるように，ロボット・ドローン等による建屋内調査の無人化・省人化を検討する。

1～3号機原子炉建屋内は高線量であり，建屋躯体のコア採取による詳細調査が行え
ないことから，類似の環境条件かつ詳細調査が可能な4号機を活用した代替評価を検
討する。

１～３号機原子炉建屋に地震計を設置し，観測記録を継続的に見ていくことで

建屋全体の経年変化の傾向確認ができるか検討する。

2022年2月14日 第97回特定原子力施設監視・評価検討会 資料3-4より抜粋



ロボット選定，操作訓練

Boston Dynamics 社 四足歩行ロボット“Spot”を選定。
2022年7月に納入，操作訓練を実施中。
2023年3月に， 5号機においてモックアップを実施予定。

階段昇降の操作訓練
（1F新事務本館）

１．高線量エリアにおける無人・省人による調査方法の検討（1/2）

4
4足歩行ロボットの準備



１．高線量エリアにおける無人・省人による調査方法の検討（2/2）

5号機R/Bにおける通信テスト

ロボットの遠隔操作のため，通信機器の仕様・数量・配置等を決めるための調査を実施
3号機R/Bを想定して， 5号機R/B1～4階において，通信強度・通信速度を計測

5号機R/B通信テスト（送信側）

5号機R/B通信テスト（受信側）

通信機器配置イメージ図
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評価項目，部位の検討
〇地下階の海水影響を受けた部位が，塩分浸透の影響を相対的に受けやすいと推定。

⇒滞留水塩分濃度は４号機が１～３号機よりやや高いため，4号で代表候補として選定。

代表号機の現地調査・部位選定

〇線量・作業性も考慮して具体的な調査対象箇所を選定
〇地下階北西部，1階西側外壁，2階北側外壁を選定

（地下階：Rゾーン，線量：0.8～2.1mSv/h ）

現地調査・部位選定（４号機R/B）

4号機R/B地下階北西部

２．建屋部材の経年劣化の評価方法の検討（1/1）
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４号機の試験調査（表面塩分濃度測定，サンプル採取）を2023年3月目途に行う計画。

4号機R/B西側外壁屋外側

凡例
サンプル採取
予定箇所
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3号機R/B地震計で観測したデータは継続的して解析
⇒2020年4月～2022年9月の観測記録から，卓越周期の変化がないことを確認

3号機地震計データの分析・評価

卓越周期を地震毎にプロット，
変化が無いことを確認

卓越周期を地震毎にプロット，
変化が無いことを確認

NS方向の卓越周期の推移
（3号機地震計：2020年4月～2022年9月）

EW方向の卓越周期の推移
（3号機地震計： 2020年4月～2022年9月）

３．建屋全体の経年変化の傾向を確認する方法の検討（1/3）
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2022年3月末に運用開始した2号機R/B地震計で観測したデータの解析を開始
⇒2022年4月～2022年9月の観測記録から，卓越周期に変化がないことを確認
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卓越周期を地震毎にプロット，
変化が無いことを確認

卓越周期を地震毎にプロット，
変化が無いことを確認

NS方向の卓越周期の推移
（2号機地震計：2022年4月～9月）

EW方向の卓越周期の推移
（2号機地震計：2022年4月～9月）

３．建屋全体の経年変化の傾向を確認する方法の検討（2/3）
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2号機地震計データの分析・評価
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1号機地震計設置計画

2023年3月に，1号機1階西側に地震計を新設予定
2,3号機地震計と同様のシステム構成とする予定

３．建屋全体の経年変化の傾向を確認する方法の検討（3/3）
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設置予定位置

1号機R/B B1F 平面 1号機R/B A-A’断面1号機R/B 1F 平面

←北

【凡例】

A

A’

※躯体上部

←北
A

A’

G.L.



４．全体工程
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テーマ 実施項目 2021年度 2022年度 2023年度

1. 高線量エリアに
おける無人・省人
による調査方法の
検討

有人調査
(建屋内情報取得)

無人調査方法の検討

2. 建屋部材の経年
劣化の評価方法の
検討

調査箇所検討

サンプル採取･分析

3.建屋全体の経年
変化の傾向を確認
する方法の検討

地震計による観測
地震計データの分析

建屋地震計追設

1R/B・2R/B・3R/B有人調査

ロボット検討 通信テスト・操作訓練等

モックアップ（5号機他）

継続実施
3号多重化

2号新設工事
（1階,5階）

2号インサービス

分析・評価

データ整理・現場調査

サンプル採取

点群データ活用検討

1号インサービス

1号新設工事
（1階）

サンプル採取方法検討

SPOT調達


